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例　　言

1. 本書は、宮城県栗原市（旧栗原郡一迫町真坂字山王）に所在する国史跡山王囲遺跡の1965年第
２・３次発掘調査出土遺物の研究のうち、出土漆器の保存処理・調査・分析成果の報告書である。

2. 本書の対象は、胎を植物質とする漆器で、漆櫛、籃胎漆器、耳飾、垂飾、腕輪、漆塗繊維製品、編
布、漆塗樹皮製品が該当する。そのほか胎を動物骨や貝、土器とする漆器については、今後の研究
報告書にまとめる。

3. 本研究は、2016年に栗原市教育委員会と弘前大学北日本考古学研究センターとの間に５ヶ年計画
で結んだ研究協定「史跡山王囲遺跡の漆工芸研究」に基づき2015～2019年度に遂行した。ま
た、X線CT撮影の技術協力として東北大学総合学術博物館と連携した。

4. 本研究を遂行するにあたり、調査・所蔵機関、個人には資料の照会や提供、過去の調査や保存処理
の情報の提供、X線CT撮影の技術協力のご協力を賜った。記して感謝申し上げる。

　　個人　 阿子島香、大場亜弥、小川忠博、鹿納晴尚、鹿又喜隆、斉藤慶吏、佐々木理、澤田正昭、須
藤隆（五十音順・敬称略）

　　機関　東北大学総合学術博物館、東北大学文学部考古学研究室（五十音順）
5. 本報告書の執筆は、第１章を関根達人、第２章を上條信彦・片岡太郎、第３章と第５章を片岡太
郎、第４章を上條信彦がそれぞれ担当した。巻頭写真は、１・４～７が小川忠博、２・３が上條信
彦の撮影である。そのほか、出土状況など調査当時の写真は、伊東信雄教授（当時）を中心とする
東北大学文学部考古学研究室による撮影である。なお、本文中における個人の敬称は省略した。な
お担当と参考・引用文献は章末に付した。

6. 本書の実測・トレース・撮影は上條を中心に日本考古学ゼミナール、保存処理・理化学的分析は片
岡を中心に文化財科学ゼミナールの学生が参加した。

7. 遺物は栗原市教育委員会所蔵である。本研究のデータは、弘前大学人文社会科学部北日本考古学研
究センターで保管している。また、X線CT撮影データは、弘前大学人文社会科学部北日本考古学
研究センターと東北大学総合学術博物館において保管している。

8. 本書に関わる調査結果についてはすでに口頭発表、ニュースレターにおいて公表してきているが、
記載内容に齟齬がある場合は本書が優先する。

9. 本研究は、弘前大学人文社会科学部のプロジェクト予算およびJSPS科研費16K16338若手研究
（B）「X線CTを使った縄文時代の漆器製作技術の体系化」（代表 片岡太郎）の助成により実施した。
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